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選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

コウライイヌワラビ 
 

 

 

 

(中津･宇佐低地) 

 

 

本州(東北地方･静岡),九州(大分) 

朝鮮半島,中国東北部,ロシア東部 

 

 

 

 

過去に「中津・宇佐低地」で採集された文献記録があるが，その生育

地は把握できていない。 

イワデンダ科 
Woodsiaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
IB

Deparia coreana (Christ) M.Kato

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ヒトツバシケシダ 
関東地方以西に希に分布する。本県でもごく希に分布し，森林伐採や

風水害などによる生育環境の悪化で，絶滅の危険性が極めて高い。 

 
 

耶馬渓地区 

 
 

本州(関東地方以西),四国(高知),九州(福岡･熊本･大分･宮崎･鹿児島) 

 
 

丘陵地のやや日当たりのよい林内。 

 
 

生育地は少なく，個体数もごくわずかである。 
 

 

日本固有種。 

イワデンダ科 
Woodsiaceae

(Tagawa) M.Kato

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IA 
掲載なし 

Deparia lobatocrenata 

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

フモトシケシダ 
日本固有種で，東北地方以南にやや希に分布する。本県での分布域は

限られており，道路工事や土地造成などによる生育地の減少や消滅が

懸念される。 

 

耶馬渓地区，玖珠丘陵地･山地，九重火山群，由布･鶴見火山群 

 

 

本州(東北地方以南),四国(徳島),九州(福岡･大分･宮崎･鹿児島) 

 

 

丘陵地のやや日当たりのよい林内や林縁，路肩。 

 

 

「九重火山群」の生育地では観光地化が進行し，個体数が減少してい

る。その他の地域での分布はごく希で，個体数も非常に少ない。 

イワデンダ科 
Woodsiaceae

(Serizawa) Serizawa

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
掲載なし 

Deparia pseudoconilii 




